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人口の動き《平成16年1月1日現在》人口 7,337人（＋26人）男3,550人（＋10人）女3,787人（＋16人）
世帯数2,118世帯（＋4世帯）※（　）内は前月との比較
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～こしき保育所～
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　丸山地区が元気で明るくなり、今後もいきいきとし

た住みよい地区になるよう、皆で話あい将来の丸山を

活性化していこうという試みが丸山公民館とその周辺

で開催され、８０名の方が参加しました。

　これは、住民が自分の住む集落内を探索し、現状を

把握することで、集落内の問題点・課題とは何かを探り、

今後どのようにすれば、住みよい場所になるかを検討

するもので、当日は４班編成の探検グループに分かれ

丸山地内を探索しました。

　探検した内容は、地域の歴史・自然環境・地域のも

の・集落の施設を調査し、班ごとに探検調査地図を作

成し、自分の住む地域で気になる場所、改善すべき具

体的な問題点や検討すべき課題は何かを知るものでした。

　探検後の話し合いの場では、探検のテーマを決め、

今後の対策についての意見をまとめました。

　各班で出たテーマ別の検討内容は次のとおりです。

「きれいな森と水を守ろう」

湧水、松林等丸山周辺の環境美化

「交流について」　

別荘地を含む・丸山周辺との交流

「ほたるの飛び交う村づくり」

　五ケ井手等の環境整備

「昔の道から今の道へ」

丸山・半川間の新旧道路の対比

　というものでした。

今後は、この探検の成果をもとに集落みんなで地域を

よくするための検討会を行う予定です。

　このたびの探検は地元での新たな発見となったよう

です。

　今後の地元の活性化を期待しています。

丸山集落を探検中

ワークショップ旗揚げ宣言　柴田広大くん

集落内の地図をつくりながら問題点を

班ごとの意見発表をききます

より住みよい集落をめざして
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平成16年出初式にて

　
こ
こ
二
、
三
日
は
冷
え
込
み
が

厳
し
く
、
雪
も
降
り
、
冬
ら
し
い

日
が
続
き
ま
す
が
、
皆
さ
ん
お
元

気
で
す
か
、
私
も
元
気
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

○
　
昨
年
後
半
に
工
事
が
始
ま
り

ま
し
た
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
中
海
Ｔ
Ｖ
の
エ

リ
ア
拡
張
工
事
は
年
末
に
は
終
わ
り
、

宅
内
工
事
も
大
半
が
終
わ
っ
た
よ

う
で
す
か
ら
、
正
月
は
楽
し
い
Ｔ

Ｖ
を
見
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

　
残
り
ま
し
た
地
域
（
八
郷
地
区
、

大
幡
上
地
区
、
小
野
、
小
町
）
は

今
年
十
二
月
末
ま
で
に
は
映
像
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
工
事
を
終
わ
る

計
画
で
す
。
し
ば
ら
く
お
待
ち
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
に
。

○
　
今
、
役
場
で
は
十
六
年
度
の

予
算
編
成
の
検
討
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
十
六
年
度
は
皆
さ

ん
も
新
聞
報
道
な
ど
ご
存
じ
だ
と

思
い
ま
す
が
、
地
方
交
付
税
の
減

額
が
大
き
く
報
道
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
心
配
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

二
月
に
入
れ
ば
そ
の
概
要
も
見
え

て
き
ま
す
の
で
、
十
六
年
度
予
算

も
二
月
中
旬
に
は
仕
上
げ
た
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
十
六
年
度
の
事
業
と
し
ま
し
て

は
継
続
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
も
の
、
（
大
幡
下
の
下
水
工

事
な
ど
）
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
残
っ
た
地

域
の
工
事
、
家
畜
の
排

泄
物
の
処
理
施
設
な
ど

は
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

○
　
先
日
京
都
で
行
わ

れ
ま
し
た
全
国
都
道
府

県
女
子
駅
伝
に
久
古
の

松
原
さ
ん
が
出
場
、
お

姉
さ
ん
に
続
い
て
の
出

場
で
し
た
。

　
ま
だ
高
校
一
年
生
で
す
。

皆
さ
ん
応
援
し
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

　１月１１日（日）新春恒例の町消防出初式が改善センターで

開催され、消防団員のほか関係者を合わせて約８０人が出席し、

一年の防災を誓いました。

　式典で勝部博史消防団長は、「昨年は火災に始まり火災に終

わった一年だった。今年は災害のない明るい町づくりをめざし

たい。町民の生命と財産を守るため、消防団員として誇りをも

って対処するように。」と団員にあいさつされました。

　式典後は日野川堤防で、本部ポンプ車のほか各分団のポンプ

車により一斉放水が行われ、新春の空に向かい大きく水しぶき

を上げ、今年一年の防災を誓いました。

　冬は空気が特に乾燥しやすいシーズンです。

　暖房器具を使用することで火災の起こりやすい状況にあります。

火の取り扱いには充分に注意し、火災予防に心がけてください。

町消防出初式
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お世話になります！今年の区長さんお世話になります！今年の区長さんお世話になります！今年の区長さん
平成１６年の各部落の区長さんが決まりました。住民と行政のパイプ役として１年間お世話になります。

なお敬称は略させていただきます。

八郷地区

集落名 氏　名 集落名 氏　名 集落名 氏　名

大幡地区 幡郷地区

林 ケ 原
清 　 山
口 別 所
久 　 古
福 　 原
サ ン 団 地
番 　 原
真 　 野
大 　 原
須 　 村
丸 　 山
小 　 林
藍 　 野
ペ ン シ ョ ン

長 井 　 順
内 田 康 敏
野 口 章 広
西 木 剛 史
西 尾 厚 夫
赤 井 　 悟
福　田　巳紀雄
森 田 義 雄
潮 　 英 泰
小 原 章 信
小　谷　富美男
坂 口 昭 宏
秋 田 一 夫
泉 　 智 晴

上 細 見
立 　 岩
木 戸 口
吉 　 定
岸 　 本
伯耆ニュータウン
押 　 口
駅 　 前
吉 　 長
遠 　 藤
リバータウン

井 原 　 孝
鞍 掛 宣 史
星 山 賢 道
田 中 　 稔
野 　 裕 一
圓 山 真 弘
三 宅 幸 親
景 山 富 夫
金 川 　 純
勝 中 誠 治
小 西 敏 弘

小 　 野
小 　 町
大 　 寺
こ し き が 丘
殿 河 内
田 園 町
み ど り
坂 　 長
スカイタウン大
殿
岩 屋 谷

森 安 　 良
妹 尾 武 晴
見 世 　 理
青 木 忠 利
奥 岩 　 操
安 田 直 之
末 次 　 貢
森 田 　 収
影 山 和 夫
奥 田 良 一

パソコンを身近に利用いただけるように、”パソコン講習会”を実施しています。ぜひご参加ください。

9:00～16:00
19:00～22:00

9:00～12:00
9:00～16:00(ただし29日は12時まで)

2月 8､15 (日曜)
2月17､19､24､26

2月18､20､25
2月22､29 (日曜)

A）パソコンの基礎

B）表計算（Ｅｘｃｅｌ）の基礎を習得したい方

コ ー ス 開　催　日 時　　　間

開催日時

●

●

●

●

●

●

●

●

受講対象者

受講コース
及 び 内 容

受 講 料

定 員

開 催 日 時

会 場

申 込 方 法

申 込 期 限

＜備考＞＊日曜日は午前・午後連続して行いますが、食事の準備はありませんので、ご承知ください。
　　　　　　（12時から13時は昼休憩です。）
　　　　　＊今年度も、パソコンに関する相談・お問合せの窓口を設置しています。お困りごとのある方はどうぞご活用ください。

★講習会の受付及びパソコン
　に関するご相談窓口

町内在住の方（ただし、定員に余裕がある場合は、町内事業所に勤務される方も対象とします。）

Ａ)パソコンの基礎（12時間）
　＊パソコンを使うために必要な基礎技能の習得等
　　・パソコンの基本操作　　・インターネットの使い方 　　
　　・ワープロ文書の作成　　・電子メールの送受信
B) Excelの基礎を習得したい方（9時間）
　＊簡単な住所録を作成します。 　　　　　
　（一部内容の変更をする場合があります。）

無　料

下表の講座で数人程度　（先着順とし、定員になり次第締め切ります。）

下表のとおり

岸本町中央公民館

郵便番号・住所・氏名・電話番号・ご希望のコースを電話またはFAXで役場地域振興課に
お申込みください。（FAXでお申込みの場合は、届いているか確認をお願いします。）

開催日の5日前まで

岸本町地域振興課
電話（０８５９）68－3113
FAX（０８５９）68－3866

①
②

①
②
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～糖尿病予防教室のご案内～

　糖尿病予防教室を開催します。糖尿病を防ぐには、日頃から正しい食生活・生活習慣を送

ることが大切です。今回は、医師・栄養士による講演、バランス食の試食など糖尿病を正し

く理解し、良い食習慣を身につけるための勉強を２回シリーズで開催します。ぜひこの機会

にお出かけ下さい。

日　　時 内　　　　　　　容 講　　　　　師

・血液検査
・講演「糖尿病食について」
・バランスのとれた食事の試食
　　　　　　　　
・講演「糖尿病の予防と治療
　　－合併症を起こさないために－」
・2月18日の血液検査結果説明
・個別相談

健康福祉課

　管理栄養士　野坂　祥子

鳥取大学医学部

　　　　　　　池田　匡　教授

2月18日（水）
午前10：30～
　　午後1：30

3月5日（金）
午後1：30～
　　午後3：30

○持参品：2月18日は、米0.5合、普段使っているご飯茶碗、筆記用具をご持参下さい

※申込み：健康福祉課68－4633 ＜2月12日（木）締切り＞

生
活
習
慣
病

生
活
習
慣
病

　
予
防
週
間

予
防
週
間

生
活
習
慣
病

　
予
防
週
間

　
毎
年
、
二
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の

一
週
間
は
『
生
活
習
慣
病
予
防
週
間
』

で
す
。

　
生
活
習
慣
病
は
、
豊
か
な
食
環
境
と

運
動
不
足
な
ど
の
偏
り
を
背
景
に
、
増

え
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
標
語
は
「
毎
日
の
心
が
け
が

予
防
の
一
歩
」
で
す
。
生
活
習
慣
病
の

予
防
に
は
普
段
か
ら
正
し
い
生
活
習
慣

を
送
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
食
生

活
や
運
動
・
休
養
・
喫
煙
・
飲
酒
な
ど

が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
事
に
気
を
つ
け
、
生
活
習
慣
病

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

○
食
生
活

　
・
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
は
体
の
源

　
　
と
な
り
ま
す
。
食
事
の
内
容
に
気

　
　
を
つ
け
、
三
食
規
則
正
し
く
食
べ

　
　
ま
し
ょ
う
。

○
運
　
動

　
・
運
動
習
慣
が
あ
る
こ
と
が
大
切
で

　
　
す
が
、
近
所
へ
は
歩
い
て
い
く
な
ど
、

　
　
普
段
の
生
活
に
運
動
を
と
り
入
れ

　
　
ま
し
ょ
う
。

○
休
　
養

　
・
体
の
健
康
だ
け
で
は
な
く
、
心
の

　
　
健
康
も
大
切
で
す
。
ス
ト
レ
ス
を

　
　
た
め
な
い
よ
う
に
し
て
、
十
分
な

　
　
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

○
喫
　
煙

　
・
健
康
に
悪
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、

　
　
な
か
な
か
や
め
ら
れ
な
い
た
ば
こ

　
　
で
す
が
、
健
康
に
害
が
あ
る
の
で
、

　
　
喫
煙
量
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

○
飲
　
酒

　
・
一
回
に
飲
む
量
を
決
め
る
。
休
肝

　
　
日
を
設
け
る
な
ど
、
節
度
あ
る
飲

　
　
酒
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
健
　
診

　
・
健
康
診
査
を
定
期
的
に
受
診
し
、

　
　
自
己
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
と

　
　
と
も
に
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
機

　
　
会
と
し
て
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
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主
な
出
展
作
品

美術館２階から見える大山

　
植
田
正
治
写
真
美
術
館
で
は
、

一
月
三
十
一
日（
土
）か
ら
四
月

十
八
日
ま
で
の
期
間
、『
植
田
正
治
・

写
真
す
る
こ
と
』と
題
し
た
展
覧

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
写
真
す
る
こ
と
が
と
て
も

楽
し
い
」
、
植
田
正
治
は
こ
の

言
葉
を
生
前
頻
繁
に
口
に
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
植
田
が
、
た

だ
単
に
「
写
真
を
撮
る
」
だ
け

で
は
な
い
写
真
に
関
わ
る
全
て

の
行
為
、
そ
し
て
そ
の
表
現
に
、

生
涯
を
通
し
て
強
く
魅
か
れ
て

い
た
こ
と
の
証
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
と

し
て
で
は
な
く
、
ア
マ
チ
ュ
ア

と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
を
保
ち
続
け
、

自
由
に
写
真
に
関
わ
っ
て
き
た

植
田
な
ら
で
は
の
言
葉
な
の
で
す
。

　
住
み
慣
れ
た
山
陰
の
風
景
、

そ
し
て
そ
こ
に
住
む
子
供
た
ち

や
人
々
、
そ
し
て
家
族
、
植
田

は
身
近
な
も
の
を
被
写
体
に
カ

メ
ラ
を
介
し
正
面
か
ら
向
き
あ

い
な
が
ら
、
か
た
く
な
に
自
己

の
写
真
を
撮
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

「
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
と
い
う
の
は
、

ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
る
こ
と
や
、

瞬
時
に
対
象
を
と
ら
え
る
た
め

の
小
窓
と
し
て
で
は
な
く
、
自

ら
の
心
の
世
界
を
展
開
す
る
目

と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
た
ら
、

ま
た
、
新
し
い
世
界
が
生
ま
れ

る
こ
と
で
も
あ
ろ
う
」
と
植
田

は
語
っ
て
い
ま
す
。
被
写
体
と

率
直
に
向
き
合
い
、
気
持
ち
の

つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
を
楽
し

む
そ
の
姿
勢
は
、
画
面
の
中
の

人
々
や
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て

日
常
の
事
物
と
と
も
に
画
面
の

中
に
見
事
に
写
し
だ
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
展
覧
会
で
は
、
植
田

が
「
ひ
と
」
「
風
景
」
「
も
の
」

に
向
け
た
ま
な
ざ
し
の
軌
跡
を

初
期
か
ら
晩
年
ま
で
の
作
品
を

通
し
て
展
観
し
な
が
ら
、
植
田

に
と
っ
て
の
「
写
真
す
る
こ
と
」

の
意
味
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
す
。

○
浜
の
少
年
　
　
一
九
三
一
年

○
少
女
四
態
　
　
一
九
三
九
年

○
シ
リ
ー
ズ
〈
童
暦
〉
　
　
　

　
　
　
（
一
九
五
五
‐
七
〇
年
）

○
シ
リ
ー
ズ
〈
出
雲
〉

　
　
　
（
一
九
六
四
‐
八
〇
年
）

○
シ
リ
ー
ズ
〈
風
景
の
光
景
〉

　
　
　
（
一
九
七
〇
‐
八
〇
年
）

○
シ
リ
ー
ズ
〈
小
さ
い
伝
記
〉

　
　
　
（
一
九
七
四
‐
八
五
年
）

○
シ
リ
ー
ズ
〈
軌
道
回
帰
〉

　
　
　
（
一
九
八
四
‐
八
五
年
）

○
シ
リ
ー
ズ
〈
印
籠
カ
メ
ラ
〉

　
　
　
（
一
九
九
五
‐
九
七
年
）

　　
町
民
無
料
招
待
券
を
全
戸
配

布
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

　
植
田
正
治
写
真
美
術
館
の
２

階
は
大
山
を
美
し
く
見
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
ガ
ラ
ス
張
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
そ
こ
に
は
人
工
池
も

設
置
し
て
あ
り
、
冬
の
雪
化
粧

を
し
た
大
山
を
逆
さ
ま
に
映
し

出
し
て
い
ま
す
。

　
岸
本
町
か
ら
見
え
る
雄
大
な

大
山
の
姿
を
、
ち
ょ
っ
と
変
わ

っ
た
形
で
見
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

【
問
合
せ
先
】

　
岸
本
町
立

　
　
　
植
田
正
治
写
真
美
術
館

　
　
　
電
　
話
　
３
９
‐
８
０
０
０

シリーズ
〈小さい伝記〉より

雪
の
大
山
を

　
眺
め
て
見
ま
せ
ん
か

介
護
者
交
流
事
業

　
十
二
月
十
八
日
、
岸
本
町
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
介
護
者

の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
、
介
護
者
の
方
同
士

の
交
流
と
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
し
め
縄
づ
く
り
と

交
流
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
し
め
縄
づ
く
り
で
は
、
丸
山

の
山
吹
さ
ん
・
柴
田
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
て
、
楽
し
く
、
し
め

縄
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

初
め
て
し
め
縄
を
作
る
方
も
あ
り
、

講
師
の
方
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
教

わ
っ
て
、
立
派
な
し
め
縄
が
完

成
し
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
食
事
や
温
泉
入
浴

を
し
た
後
、
交
流
会
を
行
い
ま

し
た
。
日
頃
の
介
護
へ
の
思
い

を
語
り
合

い
、
交
流

を
深
め
る

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
一
年
の

よ
い
締
め

く
く
り
と

な
っ
た
一

日
で
し
た
。



　 新
着図書の紹介　　 　　

（公民
館に一覧表があります。ご利用ください）

・政権交代のシナリオ（小沢一郎、管直人）�
・道路の権力　道路公団民営化の攻防1000日（猪瀬直樹）�
・山の民（上・下）（江馬　修）�
・葉桜の季節に君を想うということ（歌野晶午）�
・烈火の月（野沢　尚）�
・ジョン・レノンを信じるな（片山恭一）�
・公事宿事件書留帳　悪い棺（澤田ふじ子）�
・転がしお銀（内館牧子）�
・号泣する準備はできた（江國香織）�
・紺極まる（長野まゆみ）�
・送り火（重松　清）�
・思い出のむこうへ（小澤征良）�
・27歳の決意、95歳の情熱65（日野原重明、乙武洋匡）�
・豆腐小僧双六道中（京極夏彦）�
・たったひとつのたからもの（加藤浩美）�
・千の風になって（新井　満、日本語詩）�
・ＮＨＫ大河ドラマ・ストーリー新選組！　前編（三谷幸喜作）�
・美人画報ワンダー（安野モヨコ）�
・ゼンリン住宅地図　米子市・西伯郡�

・あなたのために　いのちを支えるスープ（辰巳芳子）�
　ほか�

�
�
・セブンスタワー　1.光と影　2.城へ（ガース・ニクス）�
・サークル・オブ・マジック　ブレスランドの平和（デブラ・ドイル）�
・魔法の贈りもの（Ｃ・アドラー）�
・ガールズ・ブルー（あさのあつこ）�
・ホッペル、ポッペル、それともストッペル？（マックス・ボリガー）�
・げんきなグレゴリー（ロバート・ブライト）�
・ペチューニアのだいりょこう（ロジャー・デュボワザン）�
・いたずらハーブ　えほんのなかにおっこちる（ローレン・チャイルド）�
・あなたのことがだーいすき（ヒド・ファン・フネヒテン）�
・お月さまってどんなあじ？（マイケル・グレイニエツ）�
・おじいさんのチェロ（ジェーン・カトラー）�
・落語絵本　めぐろのさんま（川端　誠）�
・しつれいですが魔女さんですか（エミリー・ホーン作）�
・クジラちゃんみて、みて、ぼくとぶよ（灰谷健次郎・文）�
・あいしているから（マジョリー・ニューマン）�
・13歳のハローワーク（村上　龍）�

ほか�
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〒689-4133　岸本町吉長49　電話68-3617　ファックス39-8017�
Eメ－ルアドレス　kouminkan@town.kishimoto.net

2月の休館日�
2月9日（月）、23日（月）�
公民館の開館時間�
月・金・日曜日は午前9時から午後5時�
火・水・木・土曜日は午前9時から午後10時�

葉桜の季節に君を想うということ�
（歌野晶午）�

千の風になって�
（新井　満、日本語詩）�

13歳のハローワーク�
（村上　龍・著）�

げんきなグレゴリー�
（ロバート・ブライト作・絵）�

素人探偵の元に持ち込まれた霊感商法事の
意外なてん末、そして…。まるで風俗小説
のように物語が進行するため、軽～く読み
飛ばしてしまいそうになりますが、読み終
えた時、「葉桜の
季節に君を想うと
いうこと」という
味わい深いタイト
ルがじんわり胸に
染み入ってくる、
最後の1ページまで
目が離せないミス
テリー小説です。�

「いい学校を出て　いい会社に入れ
ば安心」という時代は終わりました。
花・動物・スポーツ・おしゃれ…い
ろいろな「好き」を入り口に514
種の職業を紹
介し、各々の
仕事をとりま
く現実がよく
わかるように
書き下ろされ
たエッセイ集
です。�

グレゴリーは村で一番元気でちょっ
ぴりおっちょこちょいの男の子。グ
レゴリーとおばあちゃんのやりとり
が愉快なたのしい絵本です。アメリ
カの古きよき時代に生まれた、のび
やかな
古典絵
本の一
冊です。�

〈蔵書点検をします〉�
2月9日（月）～2月29日（日）まで蔵書点検を行ないます。この間、本の貸出しはできません。�

ご不便、ご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力をお願い致します。�

大切な人を亡くした時、読みつがれ
てきた一篇の詩がある。グラウンド
ゼロの追悼集会、マリリン・モンロ
ーの二十五回忌など欧米では悲しみ
の中に必ず語
られる「千の
風」。この作
者不明の詩を
芥川賞作家、
新井満さんが
翻訳し、美し
い写真と共に
贈る永遠の写
真詩集です。�
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岸
　
本
　
町

教
育
委
員
会

○
内
儀
（
町
人
の
妻
・
お
か
み
）
の
お
供

を
し
て
、
神
社
に
参
詣
に
や
っ
て
来
た
下

女
（
現
在
は
使
わ
な
い
言
葉
。
雑
事
を
さ

せ
る
た
め
に
雇
っ
た
女
性
。
）
が
、
い
ざ

お
参
り
と
い
う
時
に
、
ど
う
い
う
わ
け
か

境
内
に
入
ろ
う
と
し
な
い
。
内
儀
が
「
ど

う
し
て
お
参
り
し
な
い
の
だ
え
」
と
聞
い

て
も
「
な
ぜ
と
申
し
ま
し
て
も

」
と
言

葉
を
濁
し
た
ま
ま
で
す
。

○
お
月
見
の
団
子
を
女
房
の
代
わ
り
に
亭

主
が
丸
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
も
の

で
す
。

　
な
ぜ
下
女
は
、
参
詣
せ
ず
に
鳥
居
の
そ

ば
に
残
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
れ
は
、
こ
の
女
性
が
た
ま
た
ま
生
理

の
期
間
中
で
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　
月
経
は
、
「
月
の
障
り
」
と
い
っ
て
、

「
不
浄
」
な
も
の
と
み
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

下
女
が
神
社
の
参
詣
を
遠
慮
し
た
の
は
、

月
の
障
り
に
よ
る
ケ
ガ
レ
の
身
を
は
ば
か

っ
た
た
め
で
す
。

　
「
月
の
障
り
」
、
す
な
わ
ち
「
血
の
ケ

ガ
レ
」
は
、
神
社
の
参
詣
ば
か
り
で
な
く
、

日
常
の
生
活
や
年
中
行
事
な
ど
に
も
及
び

ま
す
。

　
中
秋
の
名
月
の
夜
に
は
、
各
家
庭
で
団

子
を
作
っ
て
、
月
に
供
え
る
風
習
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
の
月
見
団
子
は
供
え
物
で
す
か
ら
、

当
然
清
浄
で
ケ
ガ
レ
の
な
い
も
の
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
理
中
の
女
性
と
し

て
は
、
団
子
を
作
る
の
を
遠
慮
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
生
理
中
の
女
房
に
代
わ
っ
て
、

亭
主
が
団
子
を
丸
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と

い
う
わ
け
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
江
戸
時
代
の
川
柳
に
表
現

さ
れ
た
女
性
観
の
一
列
で
す
。
こ
の
よ
う

な
女
性
観
が
、
現
在
の
私
た
ち
の
生
活
の

中
に
因
習
と
し
て
根
づ
い
て
い
る
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
こ
の
「
血
の
ケ
ガ
レ
」
の
考
え
は
、

「
ケ
ガ
レ
」
と
か
か
わ
る
人
々
を
差
別
視

し
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
、
部
落
差

別
に
つ
な
が
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　
こ
の
よ
う
な
理
由
の
な
い
因
習
な
ど
に

縛
ら
れ
た
差
別
意
識
が
あ
り
は
し
な
い
か
、

常
に
チ
ェ
ッ
ク
し
た
い
も
の
で
す
。

○
　
自
分
自
身
の
心
に
あ
る
偏
見
や
差
別

　
意
識
に
気
付
く
こ
と

　
　
言
い
か
え
る
と

　｢

部
落
差
別
を
ど
う
み
て
き
た
か｣

・｢

部

　
落
差
別
の
こ
と
を
な
ぜ
知
ら
な
か
っ
た

　
か
」｢

部
落
差
別
を
な
ぜ
知
ろ
う
と
し
な

　
か
っ
た
か
」
・｢

女
性
を
ど
う
み
て
い
た

　
か｣

・
「
在
日
韓
国
・
朝
鮮
の
人
た
ち
を

　
ど
う
み
て
い
た
か
」
・
「
障
害
の
あ
る

　
人
た
ち
を
ど
う
み
て
い
た
か
」
・
・
・

　｢
○
○
を
ど
う
み
て
い
た
の
か｣

と
、
振

り
返
り
「
自
己
を
問
い
直
す
」
こ
と
が
、

自
分
の
偏
見
や
差
別
意
識
に
気
付
く
こ
と

で
す
。

○
　
過
去
が
自
分
に
与
え
て
い
る
差
別
的

　
影
響
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
、
現
在
の

差
別
的
な
人
間
関
係
を
変
え
て
い
く
。

　
例
え
ば
、
差
別
は
い
け
な
い
と
思
う
が
、

親
が
許
さ
な
い
。
親
類
が
と
や
か
く
言
う
。

世
間
が
う
る
さ
い
の
で

。
自
分
だ
け
が

変
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
声
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
。

　
そ
の
差
別
的
な
関
係
を
差
別
の
無
い
関

係
に
組
み
か
え
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
「
無

自
覚
に
差
別
し
て
い
る
人
」
か
ら
「
自
覚

的
に
差
別
を
し
な
い
人
」
に
変
わ
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
が
「
差
別
の
無
い
人
間
関
係
」

を
つ
く
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

○
　
し
っ
か
り
と
自
己
判
断
を
す
る
こ
と

　
自
分
が
差
別
と
ど
の
よ
う
に
係
わ
り
合

い
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

平
成
一
五
年
度
人
権
・
同
和
問
題
啓
発
標
語

手
を
つ
な
ご
う
心
も
つ
な
ご
う

輪
に
な
ろ
う

（
岸
本
小
六
年
　
山
内
康
史
）

最
優
秀
賞

差
別
は
自
分
の
問
題

○

な
ぜ
で
も
と
鳥
居
の
き
わ
に
下
女
残
り

○

お
月
見
を
亭
主
に
十
五
丸
め
さ
せ

（
江
戸
川
柳
　
部
落
解
放
９
　
　
解
放
出
版
社
よ
り
）

（
人
権
教
育
推
進
員
）
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【
日
時
】
２
月
２２
日
（
日
）

　
集
合
８
時
１５
分

【
場
所
】
桝
水
高
原
ス
キ
ー
場

【
参
加
費
】
小
中
学
生
中
級
者

　
２
、０
０
０
円（
リ
フ
ト
代
含
む
）

　
一
般
・
小
中
学
生
初
級
者

　
１
、０
０
０
円（
リ
フ
ト
代
含
ま
ず
）

【
参
加
人
員
】
５０
名
（
定
員
に

　
な
り
次
第
締
切
り
）

【
申
込
方
法
】

　
２
月
１０
日
（
火
）
ま
で
に
参

加
費
を
添
え
て
海
洋
セ
ン
タ
ー
か

中
央
公
民
館
の
受
付
に
申
し
込
み
。

（
電
話
受
付
不
可
）

【
ス
キ
ー
教
室
】
初
心
者
・
中
級

者
対
象
　
親
子
・
家
族
歓
迎
、小
学

生
３
年
生
以
下
は
家
族
で
の
参
加

【
ス
キ
ー
大
会
】
一
般
男
女
（
中

学
生
以
上
）
小
学
男
女
の
各
４
部

（
大
会
の
み
の
参
加
は
不
可
）

【
問
合
せ
先
】
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
電
話
　
６
８
―
３
７
７
５

　
鳥
取
県
は
、
森
林
環
境
を
守
る

た
め
、
新
た
な
県
税
の
導
入
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
平
成
１４
年
６

月
に
公
表
し
た
「
水
源
か
ん
養
税

（
仮
称
）
」
に
対
し
て
い
た
だ
い

た
ご
意
見
を
参
考
に
、
名
称
を
「
森

林
環
境
保
全
税
（
仮
称
）
」
に
改

め
た
修
正
案
を
公
表
し
ま
し
た
。

誰
が
、
い
く
ら
負
担
す
る
の
？

【
個
人
】
年
３
０
０
円
を
個
人
県

民
税
均
等
割
（
現
在
１
、
０
０
０

円
）
に
上
乗
せ
し
ま
す
。

【
法
人
】
資
本
金
に
応
じ
て
６
０

０
〜
２
４
、
０
０
０
円
を
法
人
県

民
税
均
等
割
（
現
在
２
万
円
〜
８

０
万
円
）
に
上
乗
せ
し
ま
す
。

税
収
は
何
に
使
う
の
？

●
荒
廃
が
進
ん
だ
森
林
の
機
能
を

　
高
め
る
た
め
の
間
伐
や
広
葉
樹

　
の
導
入

●
森
林
を
守
り
育
て
る
機
運
を
高

　
め
る
た
め
の
森
林
体
験
学
習
や

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
実
施
な
ど
を
考

　
え
て
い
ま
す
が
、
今
後
さ
ら
に

　
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

・
１
年
間
の
税
収
は
８
６
０
０
万

　
円
程
度
の
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
先
】
鳥
取
県
庁
税
務
課

　
電
話
０
８
５
７
―
２
６
―
７
０
５
２
・
７
０
５
３

　
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
０
８
５
７
―
２
６
―
７
０
８
７

　
Ｅ
メ
ー
ルzeim

u@
pref.tottori

．jp

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.pref.tottori.jp/

（「
注
目
情
報
」の
項
目
を
ク
リ
ッ
ク
）

【
資
格
】
大
卒
程
度
の
学
力
を
有

す
る
男
女

【
年
齢
】
平
成
１７
年
４
月
１
日

現
在
２２
才
以
上
２６
才
未
満
の
者

【
受
付
期
間
】

　
平
成
１６
年
４
月
初
旬
〜
５
月
初
旬

【
試
験
日
等
】
１
次
試
験
（
筆
記

試
験
等
）
５
月
中
旬
に
各
都
道
府

県
で
実
施

【
身
分
・
待
遇
】

・
特
別
職
国
家
公
務
員

・
完
全
週
休
二
日
制
、
有
給
休
暇

　
年
２４
日
、
盆
・
年
末
年
始
に

　
特
別
休
暇

・
給
与
：
月
額
２
１
８
、４
０
０
円

・
賞
与
：
期
末
勤
勉
手
当
４
・
６

　
５
カ
月

・
昇
給
：
年
１
回

　
勤
務
や
職
域
に
応
じ
て
各
種
手

当
て
が
充
実

・
各
種
保
険
・
年
金
制
度
が
充
実

【
問
合
せ
先
】

　
自
衛
隊
鳥
取
地
方
連
絡
部
米
子

　
募
集
事
務
所

　
米
子
市
東
町
３
２
７

　
電
話
０
８
５
９
―
３
３
―
２
４
４
０

　
訓
練
コ
ー
ス
、募
集
人
員
、期
間

・
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

　
ン
科

・
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
科
（
午
後
開
始
コ
ー
ス
）
　

・
金
属
加
工
科

・
ビ
ル
管
理
科

・
住
宅
サ
ー
ビ
ス
科

・
住
宅
サ
ー
ビ
ス
科
（
午
後
開
始

　
コ
ー
ス
）

・
ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科

※
募
集
人
員
は
い
ず
れ
も
１８
名
・

期
間
は
６
カ
月

　
訓
練
時
間
は
９
時
１０
分
〜
１５

時
５５
分

　
但
し
、
午
後
開
始
コ
ー
ス
の
み

１３
時
〜
１８
時
３５
分
で
す

出
願
手
続

願
書
受
付
　
平
成
１６
年
２
月
９

日
（
月
）
か
ら
３
月
４
日
（
木
）

ま
で

受
付
場
所

　
最
寄
の
公
共
職
業
安
定
所

提
出
書
類

　
所
定
の
入
所
願
書

選
考
日

　
平
成
１６
年
３
月
１１
日
（
木
）

受
付
　
８
時
３０
分
か
ら
９
時

選
考
場
所

　
米
子
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

　
タ
ー

選
考
内
容

　
面
接
・
適
性
検
査

携
行
品
　

　
受
験
票
・
筆
記
用
具
・
昼
食

合
格
発
表

発
表
日
　
平
成
１６
年
３
月
１７
日

（
水
）
郵
送

入
所
日

　
平
成
１６
年
４
月
６
日
（
火
）

【
問
合
せ
先
】

　
米
子
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン

　
タ
ー
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子

　
〒
６
８
９
―
３
５
３
７

　
米
子
市
古
豊
千
５
２
０

　
電
話
０
８
５
９
―
２
７
―
０
１
１
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
９
―
２
７
―
０
９
８
０

　
「
不
景
気
で
収
入
が
減
り
ロ
ー

ン
の
返
済
額
を
抑
え
た
い
」
、
「
ボ

ー
ナ
ス
払
い
の
負
担
を
軽
く
し
た

い
」
な
ど
返
済
に
お
悩
み
の
お
客

様
の
た
め
に
、
公
庫
で
は
返
済
に

お
悩
み
の
お
客
様
の
た
め
に
、
公

庫
で
は
返
済
相
談
を
受
付
て
お
り

ま
す
。
（
休
日
相
談
（
第
１
・
３

日
曜
日
）
実
施
中
！
）

【
問
合
せ
先
】

　
住
宅
金
融
公
庫
中
国
支
店

　
電
話
０
８
２
―
２
２
１
―
８
７
０
９

森
林
環
境
保
全
税（
仮
称
）の

　
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す

岸
本
町
ス
キ
ー
教
室
兼
第
２９
回

　
ス
キ
ー
大
会
参
加
者
募
集

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

　
（
陸
・
海
・
空
）
募
集

米
子
職
業
能
力
開
発
促
進

セ
ン
タ
ー
４
月
生
募
集
案
内

公
庫
住
宅
ロ
ー
ン
の

返
済
相
談
は
お
気
軽
に
！
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氏　名 年齢 住　所 氏　名 性別 住　所

女

男

男

女

平
成
十
五
年
十
二
月
受
付
分

（
敬
省
略
）

押 口

遠 藤

殿 河 内

殿 河 内

田部　　優

勝部　隼斗

仲原　颯汰

三輪沙莉奈

保護者

松宏・マイラ

政信・美枝

俊宏・理香

卓也・美紀

月　日 曜日 開　催　行　事 場　　　　　所 時　間

■発行・岸本町役場　〒689-4133鳥取県西伯郡岸本町吉長37番地3　TEL0859-68-3111（代表）・FAX68-3866　■編集・地域振興課

岸本町情報ホームページ（きしもとネット）http://www.kishimoto.net/　
Eメールアドレス　jouhou@town.kishimoto.net

たなべ ゆう

かつべ はやと

なかはら そうた

み　わ さ　り　な

岸本町役場の電話番号

各課の電話番号（市外局番 0 8 5 9）

役場FAX番号　 68-3866

総務課
68-3111

68-3113

68-3115

68-4633

68-3114

68-4213

68-4211

68-3185

68-3112

68-4215

68-3183

地域振興課

税務地籍課

健康福祉課 68-4632在宅介護支援センター

産業観光課

財政、消防防災、選挙、有線放送、防災行政無線、
合併推進室

総合計画、統計、広報、交通安全啓発、開発

住民環境課 戸籍、住民票、印鑑証明、国民年金、老人医療、
国保、児童手当、ゴミ処理、墓地、保育所、

保健福祉
センター

建設水道課

出　納　室

農業委員会

教育委員会

議会事務局

老人福祉、障害者福祉、保健事業、介護保険、
災害援助、保健福祉センター

固定資産税、住民税、国保税、軽自動車税、地籍調査

農業、商工、観光、林業、家畜、水田転作、耕地、

道路、水路、交通安全施設、上水道、下水道、
浄化槽、災害復旧

出納、物品管理、基金管理

議会、監査

学校教育、社会教育、社会体育、人権教育、
文化財

68-5526 68-4659岸本温泉ゆうあいパル

農地売買、賃借、転用

■業務を担当している課がわからない場合や
　夜間・休日は代表番号 68-3111におかけ下さい。

Fax.

場所：保健福祉センター付近

１部 中学生以上男女 ４．５Ｋｍ 松田　健 吉定 松原篤史 丸山 安田　匡 米子市

２部 中学生以上男子 ２．５Ｋｍ 山根一輝 遠藤 松島幸之 坂長 八幡俊哉 大殿

３部 中学生以上女子 ２．５Ｋｍ 山形美也 米子市 山形由美 米子市 藤田実奈 江府町

４部 小学生男子 ２．５Ｋｍ 大前　周 口別所 野坂直矢 清原 原田　弦 大殿

５部 小学生女子 ２．５Ｋｍ 内山亜梨沙 淀江町 八幡有紀子 大殿 齋藤　舞 吉長

６部 ファミリー １．５Ｋｍ 平野文香・夢叶 大殿 三森　馨・貴志 大殿 上田卓也・博文 番原

第２２回岸本町健康マラソン大会結果
部 別 第１位 第２位 第３位

開催日：平成１６年１月１日（木）

（敬称略）

75歳

61歳

80歳

久 古

み ど り

岩 屋 谷

大塚　忠伯

西岡　清重

奥田　鶴子

3 月 7 日

3 月 9 日

3 月 1 4 日

3 月 1 9 日

　 〃 　

岸本町少年卓球大会

岸本中学校卒業式

岸本町部落対抗卓球大会

岸本小学校卒業式

八郷小学校卒業式

町民体育館

岸本中学校

町民体育館

岸本小学校

八郷小学校

日

火

日

金

〃

９：３０～

１０：００～

８：３０～

９：３０～

９：３０～


